






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































氏 名 所 見 年 月 日 補任など 出 典 ・ 備 考
藤原 実輔 長徳２(996) 1.25 補任 長徳二年大間書
（姓欠）秀俊 寛弘１(1004)3.7 見任 権記
3.22 見任 御堂関白記
大江 時棟 長和１(1012)1.27 補任 外記補任（寛弘５年）
長和４(1015) 見任 本朝続文粋
滋野 善言 長和５(1016)1.12 補任 外記補任（寛弘６年）
藤原 基房 長元２(1029)1.24 補任 公卿補任（同年藤原朝経項）
藤原 光業 長元３(1030)3.27 見任 日本紀略
平 正輔 長元３(1030)3.29 補任 日本紀略
長元４(1031)閏10.27 見任 左経記
（姓欠）真重 長久１(1040)4.13 見任 春記
菅野 成時 永保１(1081)10.11 補任 水左記 帥記 為房卿記
津守 宣基 応徳２(1085) 補任 魚魯愚抄
藤原 孝友 寛治６(1092)1.25 補任 為房卿記
紀 宗政 11 補任 系図纂要
伴 広親 嘉保２(1095)1 補任 朝野群載 第二十二
源 親元 永長１(1096)1.23 補任 中右記 元検非違使
惟宗 基親 康和１(1099)1.23 補任 本朝世紀
惟宗 基重 康和５(1103)2.30 補任 本朝世紀
藤原 宗政 嘉祥１(1106) 補任 魚魯愚抄
嘉祥２(1107)5 没 中右記（5.13条)
藤原 師国 天仁１(1108)1.24 補任 中右記
天永２(1111)1.21 辞任 中右記
（姓欠）範季 天永２(1111)1.23 補任 中右記
（姓欠）宣行 元永２(1119)1.24 補任 中右記
平 宗房 元永２(1119)7.30 補任 中右記
伴 広親 保安２(1121)春 補任 除目大成抄
藤原 隆仲 天治２(1125)3.28 補任 二中歴
藤原 斉章 保延１(1135)3.14 補任 中右記
藤原 親忠 保延２(1136)11.4 補任 中右記
康治２(1143)4.3 見任 本朝世紀 院宮御移 部類記
高階 泰基 久安１(1145)閏10.23 見任 清原重憲記
（姓名欠） 久安５(1149)4.3 重任 本朝世紀 高階泰基?
高階 泰基 仁平１(1151)8.11 見任 台記別記
平 義範 仁平２(1152)12.30 補任 兵範記
久寿２(1155)2.29 見任 為親記
保元３(1158)11.26 遷任 保元三年大間書 公卿補任（養和元年藤原経房
項）任伊豆守
藤原 経房 保元３(1158)11.26 補任 兵範記 保元三年大間書 公卿補任（養和元年
藤原経房項）元伊豆守
長寛２(1164)2.28 辞任 公卿補任（養和元年）
藤原 有経 長寛２(1164)2.28 補任 公卿補任（養和元年 藤原経房項）
藤原 定経 仁安３(1168)1.11 補任 山槐記除目部類 兵範記 公卿補任（建久八年）
安元２(1176)2.5 遷任 公卿補任（建久八年）任美濃守
藤原 定長 安元２(1176)1.30 補任 公卿補任（文治五年）
治承４(1180)1.28 重任 玉葉 公卿補任（文治五年）
養和１(1181)12.1 見任 定長卿記
藤原 経房 治承４(1180)10.7 山槐記 ＜知行国主＞
養和１(1181)3.27 玉葉
36
六吉
田
経
房
知
行
下
の
安
房
国
院
政
期
の
安
房
国
に
関
す
る
史
料
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
吉
田
経
房
の
日
記
『
吉
記
』
の
承
安
四
年
（
一
一
七
四
）
三
月
十
一
日
条
に
収
め
ら
れ
て
い
る
同
月
七
日
付
「
左
近
衛
府
牒
」
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
部
の
み
引
用
し
て
お
こ
う
（
髙
橋
秀
樹
編
『
新
訂
吉
記
』
に
よ
る
）。
左
近
府
牒
安
房
国
衙
応
被
早
任
先
例
、
催
進
旧
貢
相
撲
人
子
息
、
兼
又
撰
貢
膂
力
新
点
白
丁
輩
等
状
、
旧
貢
、
御
厩
?主
）
案
介
師
景
同
男
、
?東
）
安
重
大
夫
保
光
介
大
夫
政
所
大
夫
弘
澄
（
以
下
略
）
こ
の
文
書
は
、
左
近
衛
府
が
朝
廷
の
節
会
相
撲
に
参
加
す
る
相
撲
人
の
「
催
進
」
を
安
房
国
衙
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
が?14
）、
こ
こ
に
所
見
す
る
御
厩
案
主
師
景
・
案
主
大
夫
保
光
・
介
大
夫
・
政
所
大
夫
弘
澄
は
、
安
房
の
在
庁
官
人
で
、
在
地
武
士
と
み
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
。
保
元
の
乱
で
安
房
国
の
武
士
は
源
義
朝
に
従
っ
て
お
り
、
半
井
本
『
保
元
物
語
』
に
は
安
西
・
金
摩
利
・
沼
ノ
平
太
・
丸
ノ
太
郎
の
名
が
見
え
る
。「
左
近
衛
府
牒
」
に
該
当
す
る
人
名
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
安
西
氏
が
代
々
「
景
」
を
諱
（
実
名
）
の
通
字
に
し
て
い
る
か
ら
、
師
景
が
こ
れ
に
比
定
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。
平
治
の
乱
で
東
国
武
士
団
の
棟
梁
（
紛
争
調
停
者
）
で
あ
っ
た
源
義
朝
が
滅
び
た
こ
と
は
、
在
地
に
大
き
な
変
動
を
も
た
ら
し
た
。
37
中世成立期の安房国
当
時
の
主
従
関
係
は
「
恩
こ
そ
主
よ
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
双
務
的
・
契
約
的
な
も
の
で
あ
り
、
乱
後
、
か
つ
て
の
源
氏
家
人
た
ち
も
、
全
国
の
武
士
に
対
す
る
軍
事
指
揮
権
を
掌
握
し
た
平
家
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
家
は
、
当
時
の
地
方
武
士
た
ち
が
直
面
し
て
い
た
在
地
勢
力
同
士
や
一
族
間
で
生
じ
て
い
た
紛
争
を
、
対
立
す
る
一
方
を
引
級
し
、
そ
れ
を
従
属
度
の
強
い
家
人
に
組
織
す
る
と
い
う
よ
う
な
方
策
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
、
か
え
っ
て
在
地
社
会
が
不
安
定
と
な
る
状
況
が
み
ら
れ
た?15）。
安
房
国
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
義
朝
に
従
属
し
た
形
跡
が
見
え
な
か
っ
た
長
狭
氏
が
平
家
と
結
ん
で
台
頭
し
、
こ
れ
に
三
浦
半
島
か
ら
浦
賀
水
道
の
制
海
権
を
掌
握
し
て
安
房
国
西
部
に
も
勢
力
を
の
ば
し
て
い
た
三
浦
氏
が
衝
突
す
る
に
至
っ
た
よ
う
で?16
）、
長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）
秋
、
三
浦
義
明
の
嫡
子
椙
本
太
郎
義
宗
が
長
狭
六
郎
常
伴
を
安
房
国
長
狭
城
（
千
葉
県
鴨
川
市
）
を
攻
め
た
時
に
う
け
た
傷
が
も
と
で
死
亡
し
た
と
い
う
話
が
『
延
慶
本
平
家
物
語
』（
第
二
末
）
な
ど
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
長
狭
氏
が
平
家
と
関
係
を
結
ん
だ
こ
と
を
直
接
物
語
る
史
料
は
見
出
せ
な
い
が
、
長
狭
郡
に
所
在
す
る
清
澄
寺
に
、
京
都
六
波
羅
蜜
寺
出
土
の
三
鈷
杵
文
平
瓦
と
同
范
と
思
え
る
ほ
ど
瓦
当
文
様
の
似
る
平
瓦
が
伝
存
し
て
い
る
事
実
は
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う?17
）。
長
狭
郡
は
安
房
国
の
北
東
部
に
所
在
し
て
太
平
洋
に
面
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
房
総
半
島
東
岸
を
北
上
す
る
海
上
輸
送
ル
ー
ト
の
存
在
と
機
能
を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
12世紀末期の安房国
清澄寺
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こ
の
時
期
、
中
央
政
界
の
状
況
を
み
る
と
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
に
後
白
河
院
の
院
政
が
停
止
さ
れ
、
二
条
天
皇
の
親
政
が
確
立
し
て
お
り
、
三
浦
氏
の
行
動
は
こ
う
し
た
変
動
を
背
景
に
し
た
可
能
性
が
強
い
。
平
清
盛
は
政
治
的
に
は
天
皇
に
、
経
済
的
に
は
院
に
も
奉
仕
を
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
た
か
ら?18
）、
こ
の
事
件
は
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
長
狭
氏
の
勢
力
伸
張
は
知
行
国
主
吉
田
経
房
も
容
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
七
源
頼
朝
の
挙
兵
と
安
房
国
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）、
伊
豆
に
挙
兵
し
た
源
頼
朝
は
、
石
橋
山
合
戦
で
大
敗
を
喫
し
た
後
、
真
鶴
崎
か
ら
安
房
に
渡
海
し
て
再
起
を
果
た
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
通
説
的
な
理
解
で
は
『
吾
妻
鏡
』
の
筆
致
に
従
っ
て
、
鎌
倉
に
進
軍
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
頼
朝
が
、
敗
戦
に
対
応
す
る
形
で
急
遽
安
房
へ
の
撤
退
を
決
定
し
た
か
の
よ
う
に
受
け
と
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
頼
朝
に
呼
応
し
て
相
模
国
衣
笠
城
に
籠
も
っ
た
三
浦
氏
の
一
党
も
安
房
を
目
指
し
た
こ
と
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
『
吾
妻
鏡
』
よ
り
も
信
頼
性
の
高
い
記
述
の
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
延
慶
本
な
ど
『
平
家
物
語
』
の
読
み
本
系
諸
本
に
は
、
安
房
の
在
地
武
士
で
あ
る
丸
信
俊
や
安
西
明
益
（
明
景
）
が
、
山
木
夜
討
ち
あ
る
い
は
石
橋
山
合
戦
で
頼
朝
軍
に
属
し
た
こ
と
が
見
え
て
お
り?19）、
す
で
に
、
安
房
の
一
部
が
頼
朝
の
勢
力
圏
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
三
浦
氏
も
安
房
西
部
に
勢
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
か
ら
、
在
地
勢
力
の
帰
趨
の
状
況
を
考
え
る
と
、
頼
朝
の
安
房
へ
の
渡
海
は
当
初
よ
り
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
傍
証
と
な
る
の
が
、
前
述
し
た
安
房
と
伊
豆
の
密
接
な
関
係
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
の
時
の
安
房
の
知
行
国
主
が
、
伊
豆
を
長
く
知
行
し
て
い
た
吉
田
経
房
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
経
房
は
頼
朝
が
少
年
時
代
に
皇
后
宮
や
上
西
門
院
庁
に
候
し
て
い
た
際
の
上
司
で
あ
り
、
直
接
39
中世成立期の安房国
的
な
関
係
を
有
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
彼
が
伊
豆
守
で
あ
っ
た
と
き
、
当
国
の
在
庁
で
あ
る
北
条
時
政
と
も
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る?20
）。
そ
し
て
彼
は
頼
朝
に
反
平
家
の
挙
兵
を
促
し
た
後
白
河
院
の
近
臣
で
あ
っ
た?21
）。
危
う
い
人
脈
論
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
敢
え
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
経
房
は
源
頼
朝
と
北
条
時
政
と
情
報
を
交
換
し
つ
つ
、
頼
朝
の
挙
兵
と
安
房
上
陸
に
対
し
て
看
過
な
い
し
は
容
認
す
る
立
場
を
と
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
在
地
の
こ
と
は
在
地
で
」
と
い
う
の
が
下
部
構
造
を
重
視
す
る
戦
後
歴
史
学
の
方
法
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
夙
に
西
岡
虎
之
助
氏
が
『
荘
園
史
の
研
究
』
の
中
で
、
中
央
に
お
け
る
摂
関
家
の
政
争
が
地
方
的
現
象
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に?22
）、
在
地
の
紛
争
に
つ
い
て
考
察
す
る
場
合
、
中
央
の
政
局
や
人
間
関
係
に
対
す
る
理
解
と
、
官
制
や
身
分
秩
序
な
ど
に
関
す
る
知
識
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
頼
朝
の
挙
兵
に
つ
い
て
も
、
当
時
相
模
国
目
代
で
あ
っ
た
中
原
清
業
が
、
木
曾
義
仲
の
上
洛
を
機
に
鎌
倉
に
下
り
、
鎌
倉
政
権
と
王
朝
政
府
の
橋
渡
し
役
を
果
た
し
た
平
頼
盛
の
家
人
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、『
吾
妻
鏡
』
史
観
に
よ
っ
て
塗
り
固
め
ら
れ
た
源
頼
朝
に
よ
る
鎌
倉
政
権
草
創
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
は
異
な
る
脈
絡
で
理
解
す
る
糸
口
が
見
い
だ
さ
れ
つ
つ
あ
る?23
）。
頼
朝
の
安
房
渡
海
も
そ
う
し
た
観
点
か
ら
再
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
視
点
で
『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
頼
朝
の
安
房
上
陸
前
後
の
記
事
を
再
検
討
し
て
み
る
と
、
頼
朝
の
安
房
上
陸
は
石
橋
山
敗
戦
に
よ
る
逃
走
と
し
て
で
は
な
く
、
当
初
よ
り
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
衣
笠
合
戦
に
敗
れ
た
三
浦
氏
の
一
党
も
安
房
に
渡
海
し?24
）、
こ
の
機
に
乗
じ
て
宿
敵
で
あ
る
長
狭
氏
を
滅
ぼ
し
て
い
る
。『
吾
妻
鏡
』
は
、
平
家
に
心
を
寄
せ
る
長
狭
常
伴
が
頼
朝
の
宿
館
を
襲
お
う
と
し
た
こ
と
を
察
知
し
た
三
浦
義
澄
が
先
ん
じ
て
長
狭
氏
を
攻
撃
し
た
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
、
安
房
が
長
く
吉
田
経
房
の
知
行
下
に
あ
っ
た
こ
と
や
、
安
房
の
在
地
武
士
が
挙
兵
当
初
か
ら
頼
朝
と
と
も
に
行
動
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
長
狭
氏
が
三
浦
氏
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
総
合
す
る
と
、
長
狭
常
伴
の
滅
亡
は
三
浦
氏
と
の
私
的
関
係
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
翌
年
七
月
、
常
伴
の
郎
等
で
あ
っ
た
左
中
太
常
澄
が
頼
朝
暗
殺
を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
も
、
頼
朝
に
敵
40
意
の
な
か
っ
た
主
人
が
三
浦
氏
に
討
た
れ
た
の
を
見
殺
し
に
し
た
恨
み
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
頼
朝
が
安
房
を
再
起
の
地
と
予
定
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
逗
留
の
期
間
の
長
さ
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
思
う
。『
吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
安
房
国
平
北
郡
猟
島
に
上
陸
し
た
頼
朝
は
、
上
総
に
向
か
う
ま
で
の
二
週
間
以
上
を
安
房
に
滞
留
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
八
月
二
十
九
日
に
北
条
時
政
等
と
合
流
し
た
頼
朝
は
、
翌
九
月
一
日
、
上
総
広
常
の
も
と
に
向
か
う
方
針
を
固
め
、
当
国
住
人
安
西
景
益
に
「
在
庁
」
を
催
し
、「
京
下
之
輩
」
を
捕
ら
え
て
参
向
す
る
よ
う
に
命
じ
、
三
日
に
は
小
山
氏
ら
坂
東
の
有
力
武
士
に
参
向
を
求
め
る
書
状
を
遣
わ
し
、
上
総
に
向
か
っ
た
。
こ
こ
で
、
長
狭
常
伴
の
敵
対
を
を
察
知
し
た
三
浦
義
澄
が
常
伴
を
討
ち
、
北
上
の
危
険
を
進
言
し
た
景
益
の
館
に
入
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
安
房
が
院
の
近
臣
で
頼
朝
や
北
条
時
政
と
関
係
の
深
い
吉
田
経
房
の
知
行
下
に
あ
り
、
伊
豆
で
挙
兵
し
た
当
初
よ
り
安
西
・
丸
氏
な
ど
の
安
房
国
の
武
士
が
頼
朝
に
従
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
長
狭
氏
の
敵
対
は
三
浦
氏
の
行
動
を
正
当
化
す
る
と
と
も
に
、
の
ち
に
誅
殺
さ
れ
る
上
総
広
常
の
去
就
の
不
明
を
強
調
す
る
た
め
の
曲
筆
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う?25）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
後
、
頼
朝
は
安
房
に
腰
を
据
え
て
洲
崎
宮
に
参
詣
し
て
神
田
を
寄
進
し
た
り
、
源
氏
ゆ
か
り
の
丸
御
厨
を
巡
見
す
る
な
ど
余
裕
の
あ
る
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
洲
崎
宮
へ
の
参
詣
は
四
部
合
戦
状
本
『
平
家
物
語
』
や
『
源
平
盛
衰
記
』
に
も
記
事
が
見
え
る
。
お
わ
り
に
｜
中
世
前
期
に
お
け
る
安
房
の
文
化
的
環
境
こ
れ
ま
で
、
源
頼
朝
の
挙
兵
成
功
に
お
い
て
安
房
国
の
果
た
し
た
役
割
が
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
の
時
代
、
下
総
に
君
臨
し
た
平
家
姻
戚
の
留
住
貴
族
藤
原
親
政
が
千
田
庄?26
）、
坂
東
随
一
の
武
士
団
を
率
い
た
上
総
広
常
が
玉
崎
庄
と
、
と
も
に
房
総
半
島
の
太
平
洋
側
に
本
拠
を
置
い
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
安
房
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
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で
き
よ
う
。
近
世
以
降
現
代
に
至
る
ま
で
、
安
房＝
房
総
半
島
南
端
部
は
関
東
地
方
に
お
い
て
す
ら
辺
境
視
さ
れ
て
き
た
が
、
中
世
前
期
以
前
の
時
代
に
お
い
て
、
安
房
は
畿
内
か
ら
常
陸
・
陸
奥
に
連
な
る
太
平
洋
航
路
に
お
け
る
坂
東
の
入
口
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
前
九
年
合
戦
後
に
源
頼
義
が
の
ち
の
丸
御
厨
を
恩
賞
と
し
て
与
え
ら
れ
た
こ
と
、
平
忠
常
の
乱
に
際
し
て
伊
勢
に
本
拠
を
有
す
る
平
正
輔
が
安
房
守
と
し
て
追
討
の
一
翼
を
担
う
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
こ
と
、
源
為
義
が
保
護
し
た
公
政
な
る
者
が
伊
豆
と
安
房
を
頻
繁
に
往
き
来
し
て
い
た
こ
と
、
吉
田
経
房
が
意
志
的
に
伊
豆
と
安
房
を
自
ら
の
知
行
下
に
置
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
総
合
す
る
と
、
安
房
の
重
要
性
は
さ
ら
に
際
立
つ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
滝
川
恒
昭
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
近
世
の
地
震
に
よ
る
地
形
の
変
化
も
中
世
以
前
の
安
房
に
対
す
る
理
解
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る?27）。
今
後
、
伊
豆
半
島
・
伊
豆
大
島
・
房
総
半
島
東
海
岸
、
そ
し
て
茨
城
県
の
太
平
洋
岸
の
中
世
遺
跡
に
対
す
る
発
掘
調
査
や
こ
れ
ら
の
地
域
に
所
在
す
る
寺
院
に
伝
え
ら
れ
た
仏
像
や
石
造
遺
物
に
対
す
る
調
査
研
究
が
進
展
す
れ
ば
、
こ
の
地
域
と
畿
内
・
西
国
と
の
密
接
な
交
流
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
物
流
の
往
来
は
人
と
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。
こ
の
こ
と
は
安
房
国
に
中
世
仏
教
の
担
い
手
の
一
人
と
な
る
日
蓮
が
生
ま
れ
育
つ
条
件
を
用
意
し
た
こ
と
と
し
て
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
彼
が
修
行
の
場
と
し
た
清
澄
寺
に
伝
え
ら
れ
た
六
波
羅
蜜
寺
出
土
の
も
の
と
文
様
が
極
似
す
る
平
瓦
は
、
京
都
と
安
房
と
の
間
に
育
ま
れ
た
仏
教
文
化
の
交
流
の
存
在
を
物
語
る
。
親
鸞
が
長
く
居
住
し
た
常
陸
国
笠
間
の
地
と
同
様
に?28）、
こ
の
時
代
に
は
「
草
深
い
坂
東
」
に
お
い
て
も
、
交
通
・
流
通
の
要
地
に
は
個
人
の
精
神
を
鍛
え
る
に
足
る
ほ
ど
の
文
化
的
空
間
が
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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注（
１
）
須
藤
聡
「
平
安
末
期
清
和
源
氏
義
国
流
の
在
京
活
動
」（『
群
馬
歴
史
民
俗
』
第
一
六
号
、
一
九
九
五
年
三
月
）、
川
合
康
「
内
乱
期
の
軍
制
と
都
の
武
士
社
会
」（『
日
本
史
研
究
』
第
五
〇
一
号
、
二
〇
〇
四
年
五
月
）・「
中
世
武
士
の
移
動
の
相
｜
院
政
期
武
士
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
め
ぐ
っ
て
｜
」（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
会
編
『
歴
史
の
な
か
の
移
動
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
桜
井
書
店
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）、
長
村
祥
知
「
後
鳥
羽
院
政
期
の
在
京
武
士
と
院
権
力
｜
西
面
再
考
｜
」（
上
横
手
雅
敬
編
『
鎌
倉
時
代
の
権
力
と
制
度
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
九
月
）・「
在
京
を
継
続
し
た
東
国
武
士
」（
高
橋
修
編
『
実
像
の
中
世
武
士
団
北
関
東
の
も
の
の
ふ
た
ち
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
〇
年
八
月
）、
岩
田
慎
平
「
武
士
の
成
立
と
関
東
」（
同
）、
拙
稿
「
東
国
武
士
と
京
都
」（
同
）、
拙
著
『
源
氏
と
坂
東
武
士
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
七
月
）、
同
『
東
国
武
士
と
京
都
』（
同
成
社
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）、
拙
稿
「
京
都
の
中
の
鎌
倉
｜
空
間
構
造
と
東
国
武
士
の
活
動
」
（
福
田
豊
彦
ほ
か
編
『
鎌
倉
の
時
代
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
一
月
）
な
ど
。
?２
）
拙
稿
「
下
野
宇
都
宮
氏
の
成
立
と
、
そ
の
平
家
政
権
下
に
お
け
る
存
在
形
態
」（
拙
著
『
東
国
武
士
と
京
都
』
初
出
は
二
〇
一
三
年
三
月
）・
「
宇
都
宮
頼
綱
｜
京
都
で
活
動
し
た
東
国
武
士
」（
平
雅
行
編
『
中
世
の
人
物
京
・
鎌
倉
の
時
代
編
第
三
巻
公
武
権
力
の
変
容
と
仏
教
界
』
清
文
堂
、
二
〇
一
四
年
七
月
）。
?３
）
拙
稿
「
了
行
の
周
辺
」（『
東
方
学
報
』
第
七
三
冊
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）・「
東
国
出
身
僧
の
在
京
活
動
と
入
宋
・
渡
元
｜
武
士
論
の
視
点
か
ら
｜
」（『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
〇
年
四
月
）・「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
下
総
千
葉
寺
由
縁
の
学
僧
た
ち
の
活
動
｜
了
行
・
道
源
に
関
す
る
訂
正
と
補
遺
｜
」（
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
第
二
四
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）。
?４
）
石
井
進
「
海
か
ら
見
た
安
房
」（『
里
見
氏
稲
村
城
跡
を
み
つ
め
て
』
第
四
集
、
里
見
氏
稲
村
城
跡
を
保
存
す
る
会
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
）。
な
お
、
そ
の
後
の
安
房
国
の
行
政
区
画
変
化
（
中
世
的
郡
郷
の
成
立
）
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
鎌
倉
政
権
の
成
立
と
長
狭
氏
」（
拙
著
『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』（
髙
科
書
店
、
一
九
九
四
年
一
二
月
、
初
出
は
一
九
八
〇
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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?５
）
拙
稿
「
流
人
の
周
辺
」（
拙
著
『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』
髙
科
書
店
、
一
九
九
四
年
一
二
月
、
初
出
は
一
九
八
九
年
四
月
）。
?６
）
滝
川
恒
昭
「
戦
国
期
の
房
総
太
平
洋
岸
に
お
け
る
湊
・
都
市
の
研
究
｜
房
総
沖
太
平
洋
海
運
検
討
の
前
提
と
し
て
｜
」（『
千
葉
史
学
』
第
三
一
号
、
一
九
九
七
年
一
一
月
）。
?７
）
川
尻
秋
生
「
海
上
交
通
」（『
千
葉
県
の
歴
史
通
史
編
古
代
２
』
千
葉
県
、
二
〇
〇
一
年
三
月
、
第
二
編
第
二
章
第
四
節
）
二
四
八
ペ
ー
ジ
。
?８
）
東
条
御
厨
と
同
じ
太
平
洋
側
に
位
置
す
る
上
総
国
伊
南
庄
の
深
堀
氏
も
伊
豆
出
身
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
（
町
田
有
弘
「
上
総
国
御
家
人
深
堀
氏
に
つ
い
て
」『
勝
浦
市
史
研
究
』
第
二
号
、
一
九
九
六
年
三
月
）。
?９
）
平
忠
常
の
乱
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
平
忠
常
の
乱
の
経
過
に
つ
い
て
｜
追
討
の
私
戦
的
側
面
｜
」（
拙
著
『
坂
東
武
士
団
の
成
立
と
発
展
』
弘
生
書
林
、
一
九
八
二
年
一
二
月
、
再
刊
、
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
、
初
出
は
一
九
七
八
年
）、
拙
著
『
源
氏
と
坂
東
武
士
』
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。
?10
）
川
尻
秋
生
「
海
上
交
通
」（『
千
葉
県
の
歴
史
通
史
編
古
代
２
』
第
二
編
第
二
章
第
四
節
）
二
四
七
〜
八
ペ
ー
ジ
。
?11
）『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
一
二
巻
千
葉
県
の
地
名
』（
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
七
月
）
一
一
九
三
ペ
ー
ジ
。
?12
）
川
尻
秋
生
「
院
政
期
の
房
総
の
国
司
」（『
千
葉
県
の
歴
史
通
史
編
古
代
２
』
第
三
編
第
五
章
第
二
節
）
八
六
八
ペ
ー
ジ
以
下
。
?13
）
川
尻
秋
生
「
院
政
期
の
房
総
の
国
司
」、
飯
田
悠
紀
子
「
知
行
国
主
・
国
司
一
覧
〔
天
養
元
年
〜
寿
永
２
年
〕」（
永
原
慶
二
ほ
か
編
『
中
世
史
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
三
年
六
月
）、
中
込
律
子
『
坂
東
八
箇
国
国
司
表
』（
埼
玉
県
県
民
部
県
史
編
さ
ん
室
、
一
九
八
七
年
一
一
月
）、
菊
池
紳
一
・
宮
崎
康
充
「
国
司
一
覧
」（
児
玉
幸
多
ほ
か
監
修
『
日
本
史
総
覧
Ⅱ
古
代
二
・
中
世
一
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
四
年
一
月
）。
?14
）
拙
稿
「
相
撲
人
と
武
士
」（
中
世
東
国
史
研
究
会
編
『
中
世
東
国
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
二
月
）。
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?15
）
拙
著
『
源
氏
と
坂
東
武
士
』・『
武
門
源
氏
の
血
脈
為
義
か
ら
義
経
ま
で
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
二
年
一
月
）。
?16
）
拙
稿
「
鎌
倉
政
権
の
成
立
と
長
狭
氏
」。
?17
）
山
路
直
充
「
清
澄
寺
?軒
瓦
）」（『
千
葉
県
の
歴
史
資
料
編
中
世
１
考
古
資
料
』
第
1
章
10
、
一
九
九
八
年
三
月
）。
?18
）
元
木
泰
雄
『
平
清
盛
と
後
白
河
院
』（
角
川
書
店
、
二
〇
一
二
年
三
月
）。
?19
）
長
門
本
に
は
「
伊
豆
の
国
よ
り
兵
衛
佐
に
相
随
ふ
輩
」
と
し
て
「
丸
信
と
し
、
安
西
四
郎
為
景
」、
延
慶
本
に
は
「
伊
豆
国
よ
り
兵
衛
佐
に
相
随
輩
」
と
し
て
「
丸
五
郎
信
俊
、
安
西
三
郎
明
益
」
と
見
え
る
。
?20
）
川
尻
秋
生
「
平
氏
政
権
と
房
総
」（『
千
葉
県
の
歴
史
通
史
編
古
代
２
』
第
三
編
第
五
章
第
四
節
）、
菊
地
紳
一
「
房
総
三
か
国
の
国
司
に
つ
い
て
｜
鎌
倉
時
代
を
中
心
に
｜
」（『
千
葉
県
史
研
究
』
第
一
一
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）、
拙
稿
「
北
条
時
政
の
上
洛
」（
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）・「『
玉
葉
』（
九
条
兼
実
）
｜
東
国
武
士
へ
の
視
線
｜
」（
拙
著
『
東
国
武
士
と
京
都
』、
初
出
は
二
〇
一
一
年
一
一
月
）。
?21
）
上
横
手
雅
敬
「
院
政
期
の
源
氏
」（
御
家
人
制
研
究
会
編
『
御
家
人
制
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
六
月
）、
元
木
泰
雄
『
河
内
源
氏
頼
朝
を
生
ん
だ
武
士
本
流
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
一
年
九
月
）・「
源
頼
朝
」（
拙
編
『
中
世
の
人
物
京
・
鎌
倉
の
時
代
編
第
二
巻
治
承
〜
文
治
の
内
乱
と
鎌
倉
幕
府
の
成
立
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
四
年
六
月
）。
?22
）
西
岡
虎
之
助
「
坂
東
八
カ
国
に
お
け
る
武
士
領
荘
園
の
発
達
」（『
荘
園
史
の
研
究
下
巻
一
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年
五
月
）
五
八
六
・
五
九
〇
ペ
ー
ジ
。
?23
）
拙
稿
「
北
条
時
政
の
上
洛
」。
?24
）
こ
の
合
戦
は
『
平
家
物
語
』
の
読
み
本
系
諸
本
は
三
浦
義
明
の
悲
壮
な
最
期
を
描
い
て
い
る
が
、『
吾
妻
鏡
』
は
合
戦
そ
の
も
の
の
過
程
を
詳
し
く
描
い
て
は
お
ら
ず
、
さ
ほ
ど
の
激
戦
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
早
川
厚
一
・
佐
伯
真
一
・
生
形
貴
重
『
四
部
合
戦
状
本
平
家
45
中世成立期の安房国
物
語
註
釈
（
八
）』（
一
九
九
一
年
九
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
?25
）『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
上
総
広
常
の
記
述
の
虚
構
性
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
平
家
打
倒
に
起
ち
あ
が
っ
た
上
総
広
常
」（
拙
著
『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』
髙
科
書
店
、
一
九
九
四
年
一
二
月
、
初
出
は
一
九
九
二
年
五
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
?26
）
藤
原
親
政
が
千
田
庄
を
本
拠
と
し
た
背
景
と
し
て
は
、
近
世
に
干
拓
さ
れ
た
椿
海
が
中
世
前
期
に
は
太
平
洋
と
接
続
し
た
ラ
グ
ー
ン
様
の
地
形
を
構
成
し
、
港
津
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
十
三
世
紀
前
半
、
上
総
氏
の
地
位
を
継
承
し
た
千
葉
常
秀
｜
秀
胤
（
上
総
千
葉
氏
）
も
太
平
洋
に
注
ぐ
一
宮
川
河
口
近
く
の
大
柳
館
に
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
拙
稿
「
上
総
千
葉
氏
に
つ
い
て
」（
拙
著
『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』
初
出
は
一
九
八
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
?27
）
滝
川
恒
昭
「
戦
国
期
の
房
総
太
平
洋
岸
に
お
け
る
湊
・
都
市
の
研
究
｜
房
総
沖
太
平
洋
海
運
検
討
の
前
提
と
し
て
｜
」。
?28
）
笠
間
を
取
り
巻
く
宇
都
宮
氏
の
文
化
圏
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
下
野
宇
都
宮
氏
の
成
立
と
、
そ
の
平
家
政
権
下
に
お
け
る
存
在
形
態
」（
拙
著
『
東
国
武
士
と
京
都
』
初
出
は
二
〇
一
三
年
三
月
）・
同
「
宇
都
宮
頼
綱
｜
京
都
で
活
動
し
た
東
国
武
士
」（
平
雅
行
編
『
中
世
の
人
物
京
・
鎌
倉
の
時
代
編
第
三
巻
公
武
権
力
の
変
容
と
仏
教
界
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
四
年
七
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
〔
付
記
〕
本
稿
は
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
に
お
け
る
平
成
二
七
年
度
共
同
研
究
「
鎌
倉
仏
教
と
地
方
武
士
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
（【
研
究
代
表
者
】
野
口
実
【
研
究
協
力
者
】
岩
田
慎
平
・
坂
口
太
郎
・
畠
山
誠
・
山
本
み
な
み
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
?
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